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◎達成状況
指標名 単位 １９年度 ２０年度 ２１年度

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

申請者数 申請書に基づき、基金より貸付を行った。

貸付金額 申請書に基づき、基金より貸付を行った。

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

事業の目的 高額な療養費を必要とする被保険者が、一時的に支払う高額な自己負担を軽減するため。

事業の内容 療養の給付を受ける国民健康保険被保険者が支払う一部負担金の額が高額に及ぶときの貸付事業

◎成果指標と活動指標

21年度予算

0.05 人

◎事務事業の目的・内容

0.05 人

評価者 井上 敏郎

事業の実施方法

20年度人件費 359 千円 21年度人件費 364 千円 事業従事者数

20年度決算

基 本 目 標 生涯にわたる心身の健康づくり 終了年度

担当課（局） 健康福祉課 担当係 国保・高齢者医療係 記入者 井戸川 隆

平成２１年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 高額医療費支払貸付事業 開始年度 昭和57年度

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

効果指標がない。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

なし

◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

  そもそもこの事業の本来の目的は、限度額適用認定制度がなかった頃に、最終的には還付され
るものの、一時高額な療養費を本人が立て替えなければならなかった自己負担の軽減を図るため
に、制度化されたものである。
  しかし、現在では限度額適用認定証を発行することで、医療機関で支払う個人負担に上限が設
けられたため、現在は限度額適用認定証が発行されない保険税滞納者などに適用されている。
  保険者が実施すべきものであるし、廃止等の検討する余地もないので、今回で評価項目から削
除する。

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

成果指標がない。
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事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 現状維持

◎制度が変わり、評価に馴染まなくなっているので、評価対象としない。

コスト 現状維持

拡充

コ　ス　ト

廃止 縮小 現状維持

廃止

縮小

現状維持

総
　
合
　
評
　
価

◎担当者の方針に対する評価
者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

制度実施。２１年度から評価項目から削除。

今後の方向性

　
事
業
の
方
向
性

拡充

事務事業名 高額医療費支払貸付事業 担当課（局） 健康福祉課

◎総合評価（今後の方向性を含む）


